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気分障害患者の AQ と CAARS の得点傾向を明らかにすることは，気分障害患者における
発達障害の診断の精度向上に寄与すると考えられるが，現在まで検討は不十分であり，
本研究を行った． 




推定知能指数の評価は JART-25 （Japanese Adult Reading Test -25）を用いた．連続








や CAARS の得点を引き上げることが示唆された．そのため，気分障害患者における AQ
や CAARS には慎重な評価を要し，気分障害患者に併存する発達障害の診断では AQ や
CAARSに依拠しすぎない視点が望まれる．  
 
 
 
 
 
 
